
わ

し

た

も

の

で

あ

る

、

と

同

時

に

、

聖
光

独

自

の

見

解

と

主

張

を

持

つ
も

の

で

あ

る

。

来

迎

と

臨

終

正

念
立

川

道

之

輔

法
然
上
人
の
阿
弥
陀
経
観
レ
特

に
そ
の
来
迎
と
臨
終
正
念
に

っ

い
て
述

べ
て
み
よ
う
と
思
う
。
先
ず
そ
の
資
料

と
し
て

『
小
経
釈
』

及
び

『
逆
修
説
法
』

と
を
用

い
た
こ
と
を
あ
げ
て
お
こ
う
。

『
逆
修
説
法
』
に
あ

つ
て
は
、

『
小
経
』
の

「
阿
弥
陀
仏
与
諸

聖

衆
現
在
其
前
是
人
終
時
心
不
巓
倒
即
得
往
生
阿
弥
陀
仏
極
楽
国

土
」

と
云
う
経
文
を
引
用

し
て

い
る
の
に
対
し
、

訟、小
経
釈
』

で

は

「其
人
臨
命
終
時
阿
弥
陀
仏
与
諸
聖
衆
現
在
其
前
」
ま
で
を
引

用

し
て

い
る
。
こ
の
点
両
者
は
そ
の
径
文
の
取
上
げ
方

に
棺
違
を

示

し
て
い
る
。

『
逆
修
説
法
』

に
於
け
る
解
釈
に
は

『
称
讃
浄
土
経
』
の
文
を

参

照
し
て
、

『
小
経
』

の
キ
ー
ポ
イ
ン
ト
を
お
さ
え
て
い
る
。
即

ち

.『
逆

修

説

法

』

の
初

七

日

の

中

に

、

『
称

譛

浄

土

経

』

の

「
慈

悲
袈

ソ亀

5
乱
既
揺
含

.旦

隻

築

退
き

(
浄

全

九

、

三

八

五

上

)

と

い
う

一
文

を

引

甲

し

て

い

る

の

で

あ

る

。

即

ち

、

法

然

は

『
小

経

』

と

『
称

譛

浄

土

経

』

ど

の

文

を

腿

係
・。し
て
気

令
心
不
萼

繰

顛
翌

即
審

髮

之

義
也

。
明

知

非

臨

終

正

念

故

有

来

迎
。
由

来

迎

故

臨

終

ナ
ル
コト
ヲ

三

譜

馬

耳

噺

正

念

也

。

」

(
浄

全

九

、

三

八

五

上

)

と

述

べ
ら

れ

て

い

る

。

こ

の

よ

う

に

『
逆

修

説

法

』

は

『
小

経

』

の

ポ

イ

ン
ト

を

心

末

巓

倒

と

聖

衆

の
来

迎

の

こ
点

に

見

出

し

な
が

ら

も

、

後

音

を

重

褓

し

て

い
る

。
何

故

な

ら

、

法

然

は

、

臨

終

の

そ

の

人

が

心

不

顛

倒

(
正
念

)

に

住

し

た

が

故

に
来

迎

が

あ

る

の

で

は

な

く

、
来

迎

に

あ

つ

か

っ
て

こ

そ

臨

終

に

正

念

に

住

す

る

こ

と

が

可

能

に

な

る
か

ら

で

あ

る

と
説

い
て

い
る

か

ら

で

あ

る

。

こ

の

法

然

の

説

は

、
吾

人

が

、
来

迎

は

衆

生

の
称

名

念

仏

の

功

徳

の
結

果

と

し

て

、

心
不

巓

倒

と

な

る

こ

と

を

得

、
.そ

の

故

に

臨

終

の
時

に
来

迎

が

あ

る

も

の
だ

ど
思

い

こ

ん

で

い

る

既

成

概

念

を

打

破

し

て

く

れ

る

の

で

あ

る

。『
小

経

釈

』

に

あ

つ
て

は

引

用

し

た

経

文

に
,
つ

い
て

二
・意

あ

り
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と
し
て
、
聖
衆
の
来
迎
と
行
者
の
往
生

と
に
分

つ
て
解
釈
を
施

し

て
い
る
。

先
ず
聖

衆
の
来
迎
に
就
い
て
、
法
然
は

「
念

低

行

漸
ク成

就
ソ往

生
顛
銑
謬

謄

斐

藷

聖
叢

東
.蓑

.行
吾

(
浄

全
九
、

三
六
二
下
)
と
説
い
て

い
る
。

更
に
続
け
て

凡

就
ゴ
米
迎
一観

経
.ガ

説
ノ
儿
品

迎

接
.之

嬬

。

其

文
,両云

上

二

'

一

ニ

ロト

へ

び
へ

品

上

生

者

無

数

化

仏

与
ゾ仏

共

来

乃

至

下

品

下

生
、但

金
蓮
竭
稀
等
・
問
砦

・来
迎
ぎ

九
品
生
,屯
ぜ
.働
劇

欟

簒

粤
聖
多

九
憂

品
位
冨

似
巒

・叩
圭

之

坦

。

所

以
、者

何
,蛭
.経
{日

其

人

臨

命

終

時

阿

彌

陀

仏

与

諸

聖

衆

云

云

」

(
浄
全
九
、
三
六
二
下
)

と
説

い
て
い
る
。

従

つ
て

『
小
経
釈
』

に
於
け
る
来
迎
に
関
す

る
法
然
の
説
示
は
、
来
迎
の
条
件
と
来
迎
の
品
位
と
を
問
題
と
し

て
取
扱

つ
て

い
る
の
で
あ
る
。
来
迎
の
条
件
と
は
、
念
仏

の
行

よ

う

や
く
成
就
も
た
時
、

し
か
も
往
生

の
期
、
換
言
せ
ば
命
終
の
時

で
あ
る
。
そ
こ
に
始
め
て
来
迎
の
あ
る
こ
と
を
説
い
て
い
る
。
来

迎

の
品
位
に

つ
い
て
は
上
品
上
生
の
来
迎
に
類
似
す
る
と
説

い
て

い
る
。

こ
の
来
迎
の
品
位
を
定
め
る
た
め
に

『
称
讃
浄
土
経
』
の

「
鑒

終
葡

無
量
寿
仏
耋

無

馬
声
聞
弟
子
菩
薩

衆
倶
二前
輿
囲
磽
来
ダ

叢

懸

加
祐
.書

不
冨

既

馨

己
.薯

衆
会
釜

基

寿
、攀

世
悉

(
浄
全
九
、

三
六
三
上
)

と
し
め
く
く

つ
て
い
る
。

こ
こ
で
も

『
逆
修
説
法
』
の
場
合
と
同

じ
く
、

『
称
讃
浄
土
経
』

の
同
箇
所

を
少
し
前
文
か
ら

引
用
し
て

い
る
の
で
あ
る
が
、
そ
の
お
さ
え
ど

こ
ろ
が

『
逆
修
説
法
』
の
場

合
と
違

つ
て
い
る
こ
と
に
注
目
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。
今

『
小

経
釈
』
の
場
合

は
、

『
称
讃
浄
土
経
』
の
引
用
文
に
続
い
て

「
此
ノ

文
己
.暴

量
声
塁

故
響

上
品
圭

也
」

へ
浄
全
九
、
、三
六
三

上
)
と
云

つ
て
い
る
よ
う
に
、

上
品

上
生
の
来
迎
で
あ
る
こ
と
に

間
違
い
な
い
と
い
う
聖
教
量
と
し
て

『
称
讃
浄
土
経
』
を
引
用
し

て
い
る
の
で
あ
る
。

従
つ
て
来
迎
の
品
位
を
定
め
よ
う
と
す

る

『
小
経
釈
』
の
場
合

と
、
臨
終
に
お
け
る
心
不
顛
倒
が
い
か
に
し

て
実
現
す
る
か
を
説
く
た
め
に

『
称

讃
浄
土
経
』
を
引
用
し
た
場

合
と
、
同
じ
経
典
の
、

し
か
も
同
様
な
箇
所
を
引
用
し
な
が
ら
も
、

そ
の
目
的
に
よ

つ
て
変

つ
て
い
る
こ
と
を
見
逃
し
て
は
な
ら
な
い
。

こ
の
よ
う
に

『
逆
修
説
法
』
と

『
小
経
釈
』
と
に
見
ら
れ
る
法
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然

の
説

相

は

、

在

家
人

と

出

家

人

と

云

う
説

法

の

聴

き

手

に

よ

つ

て

異

つ
た

説

き

方

を

な

し

て

い

る

こ

と

を

知

つ
た

の

で

あ

る

。

し

か

し
そ

れ

ら

の

相

違

は
一す

べ

て

『
小

経

』

の

聖

衆

来

迎

を
中

心

と

し

て

の

こ

と

で

あ

つ
た

。

こ

の

来

迎

の

願

に

つ

い
て

『
逆

修

説

法

』

に

は

、

「
有

往

生

も

ノ

ハ

シ

テ

ノ

ヲ

ク

澪

之
志蔓

輩
.
ル声
磁

榛
迎
引
接
形
像
憐

趨

引

接

誓

願

。

所

謂

来

迎

願

者

即

四

十

八

願

中

第

十

九

願

是

也
」

(
浄
全
九

、
三
八
四
下
)
と
説
示

し
て

い
る
。

こ

瓦
に
注
目
す

べ
き
こ
と
は
来
迎
引
接

の
形
像
を
造
る
こ
と
で

あ

る
。
少
く
と
も
往
生
を
志
ぎ
す
も
の
は
数
あ
る
仏
像
の
造
立
の

中
講
堂
説
法
の
相
、
池
水
沐
浴
の
相
、
菩
提
樹
下
成
等
正
覚
の
相

、

或

い
は
光
明
遍
照
の
相
等

.
い
ず
れ
の
形
像
を
も

つ
て
し
て
も
皆

往

生
の
業
と
な
る
の
で
あ
る
が

、
し
か
し
、
来
迎
引
接

の
相
を
造

立
す
る
こ
と
が
も

つ
と
も
往
生

の
業
を
成
就
す
る
上
に
適
切
で
あ

る
こ
と
を
指
摘

し
、
そ
の
造
立
を
勧
め
て

い
る
の
で
あ
る
。
又
同

じ
く

『
逆
修
説
注
』

に
、

「
此
乃
鑑

臨
終
正
胤
麋

遡
也

.
謂
ク薯

鼠

.

総
噂

疾

苦
逼

島

必
載

境

界

・
自

体

・
当

街
三

楓
,愛

レ

ム

心
蔑
時

阿
弥
陀
如
来
婆

光
明
参

髫

凱

.
行
者

蠹

未
曾
鳶
事
ぎ

心
二帰
敬
ソ更
二箒

念
㍉

又
偽
之
慈

ソ

ニ

テ

ニ

ニ

テ

念

抑

祐

行

者

。

由
レ
之
妄

念

忽

止

正

念

安

静

」

(浄
全

九

、

三

八

四

下

)

と

述

べ

て

い
る

の

は

、
臨

終

真

近

の

も

の

が

あ

ら

ゆ

る

心
身

の

苦

痛

苦

悩

に

さ

い
な

ま

れ

、

せ

め

ら

れ

て

、
往

生

し
難

い
精

神
　状

態

即

ち

失

念

、

錯

乱

の
容

態

に

陥

ち

入

り

、
境

界

・
自

体

・
当

生

の

三

種

の

愛

心

を

起

す

の

で

あ
る

。

こ

の

よ

う

で

あ

れ

ば

到

底

往

生

は

望

め

な

い

の

で

あ

る

。

し

か

る

に

阿

弥

陀

如

来

は

光

暗

を

も

つ

て

照

ら

し

、
臨

終

の

人

の

現

前

π
来

迎

し

給

え

ば

、

そ

の

人

は

こ

の
未

曾

有

の

出

来

事

に

心

が

集

中

し

、
外

に

思

う

こ

と

が

な

く

な

り

、

阿

弥

陀

仏

の

慈

悲

の

は

た

ら

き

を

う

け

て

、

つ

い
に

正

念

に

住

す

る

に

至

る

の

で

あ

る

.

こ

れ

を

要

す

る

に

『
逆

修

説

法

』

と

『
小

経

釈

』

と

を

比

較

対

照

し

て

み

る

と

.
聴

き

手

の
相

異

が

説

法

の

内

容

を

規

定
冂し

て

い

る

こ

と

に
気

づ

か

さ

れ

る

の

で

あ

る

。

即

ち

前

者

は

実

践

実

際

的

で

あ

り

、
後

者

は

教

義

学

的

で

あ

る

、

と

云

う

相

違

を

見

逃

し
得

な

い
の

で

あ

る

。
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